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研究成果の概要（和文）：オイルボディは脂肪性種子の細胞に存在するオルガネラで、内部にトリアシルグリセロール
を蓄積する。本研究の目的はオイルボディの形成に関わる遺伝子を同定し、その機能を明らかにすることにある。そこ
で、オイルボディ膜タンパク質であるオレオシンとGFPからなる融合タンパク質を発現する形質転換シロイヌナズナを
作製し、オイルボディのライブイメージング法を開発した。この方法を用いることでオイルボディに形態異常を示す７
つの突然変異体の単離に成功した。そのうち２つについては原因遺伝子の特定および遺伝子産物の機能解析が終了した
。残りの変異体については原因遺伝子の同定を行っている。

研究成果の概要（英文）：Oil body is a plant organelle that exists in cells of fatty seed. It accumulates 
triacylglycerol. Aim of this research is to identify genes involved in biogenesis of the oil body, and to 
reveal function of the gene product. I established transgenic Arabidopsis expressing a fusion protein 
composed of oleosin, an oil body membrane protein, and GFP. This transgenic plant was used to develop 
live-imaging technique to visualize oil body in cells of living plant. Using this technique, seven 
mutants with aberrant morphology of oil body have been isolated. Of these, two mutants were precisely 
analyzed. It allowed identification of two genes responsible for these mutants and characterization of 
the gene products. Map-base cloning of genes responsible for the rest of mutants is under investigation.

研究分野：植物細胞生物学
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１．研究開始当初の背景 
 オイルボディの内部には貯蔵脂肪として
トリアシルグリセロール（TAG）が蓄積して
おり、その外部はオレオシンと呼ばれる膜タ
ンパク質を含む一重のリン脂質膜で取り込
まれている。オイルボディは小胞体に由来す
るオルガネラであると考えられている。オレ
オシンも小胞体で翻訳され、一旦小胞体膜に
挿入された後にオイルボディ膜へ移行する。
しかしながら、オレオシンや TAG がどのよ
うにして小胞体の特定部位に集まってオイ
ルボディを形成するか、またそれがどのよう
に制御されているかは不明であった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、分子遺伝学的なアプロー
チによってオイルボディ形成メカニズムを
分子レベルで解明することにある。そのため
に、オイルボディの形成が異常になった突然
変異体のスクリーニング法を開発し、得られ
た突然変異体の原因遺伝子の特定およびそ
の遺伝子機能の同定を行った。 
 
３．研究の方法 
 オレオシンとＧＦＰ（緑色蛍光タンパク
質）からなる融合タンパク質を発現する遺伝
子組換えシロイヌナズナ（OleG）を用いるこ
とで、生きた植物を用いたオイルボディのラ
イブイメージング技術を確立する。OleG種子
を変異源処理し、遺伝子変異を誘発し、Ｍ２
世代を得た。Ｍ２世代のライブイメージング
を行い、オイルボディの形態に異常を示す突
然変異体の選抜法を開発する。得られた突然
変異体については順次表現型解析、原因遺伝
子特定、遺伝子産物の機能解析を行う。 
 
４．研究成果 
 蛍光顕微鏡観察法を検討し、OleGを生かし
たままでオイルボディが観察できるライブ
イメージング法を確立した。この方法を応用
することで、エチルメタンスルホン酸処理し
た OleG より、オイルボディの形態に異常を
示す７つの変異体を単離し、うちの２つは原
因遺伝子を特定することができた。１つは
XRN4であり、この遺伝子が外来 mRNAのサ
イレンシングを抑制することを明らかにし
た。xrn4変異体では OleG mRNAが転写後サ
イレンシングを受けることで、内在オレオシ
ン mRNA のコサプレッションも誘発され、
GFP蛍光が減少し、オイルボディが大きくな
っていた。現在、XRN4 のさらなる機能解明
をめざして、xrn4サプレッサー変異体を解析
中である。もう一つの原因遺伝子については、
トリアシルグリセロールの分解に関わるこ
とが判明しており、現在論文準備中である。
残りの 5つの変異体については順に原因遺伝
子の同定を行っており、今後これらの解析結
果を統合することでオイルボディの形成機
構を明らかにしたいと考えている。 
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